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 要  旨 
我々は、眼で見るだけで計算機へ各種入力操作が行える視線入力インタフェースの実現を目指
している。 
視線入力インタフェースは肢体不自由者の意思伝達手段やウェアラブル端末への応用、ユーザ
が他の作業と平行して手が使えないような状況に対して有効と思われる。従来の視線入力インタ
フェースは頭部顎台で固定するなどユーザに大きな拘束性を強いており、キャリブレーションに
も時間がかかった。また、装置も特殊なものであり、費用が高価なものとなっていた。 
先行研究ではヘッドマウントディスプレイ(HMD)と交流増幅眼電図を用いることによって、従
来のものよりもユーザの拘束性を減少させた視線入力インタフェースの提案がなされた。さらに
眼球斜め方向移動の導入により、選択肢数最大 12 個の視線入力インタフェースも提案された。 
しかし、先行研究で提案された視線入力インタフェースは眼球と画面の相対位置を HMD によ
って固定しており、もし使用中に HMD がずれてしまったキャリブレーションをやり直さなけれ
ばいけないといった問題点があり、以前ユーザの拘束性の点から最良とは言えない。また、視線
入力の操作面では、入力を決定するために小さな指標を一定時間注視し続ける必要があり、スム
ーズな入力や目の疲労といった点でも改善の余地があるといえる。 
本研究ではこれらの問題を解決する方法として Eye Gesture 入力インタフェースを提案し、そ
の可能性を検討する。Eye Gesture 入力インタフェースは視線移動方向の組合せから選択肢を判
定するため、先行研究のように視線移動量に精度を要求せず、HMD が不要なシステムである。
Eye Gesture 入力インタフェースの入力画面は、画面中央の指標とそれを囲む 8 つの計 9 つの
指標がお互い斜めの位置関係になるように配置されている。ユーザは画面中央から 2 つの指標を
目で追うことによって 2 回の斜め視線移動を行い、システムはこの 2 回の斜め視線移動方向を検
出し、斜めの方向と順番から選択肢を判定する。 
リアルタイムでの Eye Gesture 判定の結果、HMD を用いないシステムでありながら先行研究
と同様の 12 個の選択肢で判定率が 97.2%、平均入力時間 2.65s となり、先行研究を(89.2%,3.86s)
を上回る結果となった。このことから、Eye Gesture 入力インタフェースの有用性が確認できた
といえる。今後の課題として、より入力インタフェースとしての実環境に近い状況での検証が必
要であるといえる。 
 
